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平
治
物
語
蓬
左
文
庫
本
に
お
け
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助
詞
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の
」
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が
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一
、
は
じ
め
に

格
助
詞
「
の
」
「
が
」
は
共
に
、
体
言
に
続
-
連
体
格
用
法
、
用
言
と
結

び
付
け
る
主
格
用
法
の
他
、
「
形
容
詞
+
さ
」
に
続
-
喚
体
句
な
ど
の
用
法

を
持
つ
。

二
助
詞
に
関
す
る
待
遇
表
現
上
の
区
別
は
'
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
お
-
、

「
の
」
を
敬
称
、
「
が
」
を
蔑
称
と
す
る
立
場
は
、
特
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の

○
主
格
の
　
「
の
」
は
普
通
に
第
二
人
称
第
三
人
称
に
便
は
れ
へ
　
「
が
」
は

第
一
人
称
及
び
身
分
の
低
い
第
三
人
称
に
使
は
れ
る
。

○
属
格
の
「
の
」
は
第
一
人
称
及
び
尊
敬
さ
れ
る
身
分
の
第
二
人
称
に
用

ゐ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
-
、
「
が
」
は
第
一
人
称
及
び
身
分
の
低
い
第

三
人
称
に
用
ゐ
ら
れ
、
往
々
第
二
人
称
に
お
い
て
特
に
そ
′
の
人
を
軽
蔑
す

る
場
合
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
　
　
　
(
『
日
本
大
文
粘
①
』
第
l
巻
)

と
い
っ
た
記
述
が
注
目
さ
れ
て
お
-
、
上
代
か
ら
少
な
-
と
も
鎌
倉
・
室
町

時
代
ま
で
は
、
使
い
分
け
の
意
識
が
あ
っ
た
と
認
め
て
良
い
と
さ
れ

て
い
る
。

右
の
区
別
は
特
に
連
体
格
用
法
の
場
合
が
著
し
い
よ
う
で
あ
る
。

往
②

『
日
本
文
法
大
辞
典
　
』
　
で
は
、
連
体
格
用
法
の
場
合
、
二
助
詞
は

意
味
上
の
主
点
の
お
き
方
に
差
が
あ
り
　
(
「
が
」
は
上
に
あ
る
体
言

に
意
味
上
の
主
点
を
置
-
)
、
従
っ
て
そ
れ
が
親
疎
敬
卑
等
の
感
情

価
値
的
な
使
い
分
け
と
も
な
る
。
又
へ
受
け
る
語
・
掛
か
る
語
の
種

類
に
お
い
て
、
「
の
」
助
詞
は
活
用
語
の
連
体
形
だ
け
は
受
け
え
な

い
が
へ
体
言
的
な
資
格
に
た
つ
語
句
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
広
-
、

機
能
上
も
、
「
が
」
　
の
包
摂
関
係
に
対
し
、
同
一
、
内
属
へ
包
摂
の

関
係
を
構
成
し
う
る
と
説
-
。

歴
史
的
に
は
'
連
体
助
詞
と
し
て
'
鎌
倉
時
代
に
は
「
の
」
が
自

由
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
が
」
　
は
か
な
-
限
ら
れ
、
主
と

し
て
人
に
関
す
る
語
に
続
き
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か

け
て
は
、
人
名
、
代
名
詞
へ
数
詞
に
続
け
て
用
い
た
が
、
次
第
に
「
の
」

に
吸
収
さ
れ
て
現
代
に
及
ぶ
。

主
格
助
詞
と
し
て
は
、
共
に
連
体
修
飾
語
中
の
主
語
と
な
る
の
が

本
来
の
形
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
「
が
」
は
連
体
形
を

受
け
る
例
が
急
増
し
'
中
世
に
な
っ
て
独
立
文
中
の
用
法
が
多
く
な

り
へ
う
け
る
体
言
も
広
範
囲
と
な
-
'
室
町
時
代
に
は
主
格
助
詞
と

し
て
の
働
き
を
確
立
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
「
の
」
は
、
連
体
助
詞

か
ら
連
体
的
主
格
助
詞
へ
と
発
展
し
、
更
に
l
応
は
独
立
文
の
主
格

表
現
の
任
を
も
担
う
が
、
主
格
助
詞
と
な
り
き
る
こ
と
は
な
く
、
附

属
句
中
の
連
体
的
主
格
助
詞
と
し
て
の
用
法
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
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な
っ
た
。

」tゥ:

こ
こ
で
資
料
と
し
て
用
い
た
蓬
左
文
庫
本
　
は
、
平
治
物
語
諸
本
を
十
1

注
④

に
分
類
し
た
内
の
第
四
類
に
属
し
、
慶
長
年
間
書
写
と
さ
れ
る
漢
字
平
仮

名
交
じ
り
の
写
本
で
あ
る
。
蓬
左
本
に
お
い
て
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
そ
れ

ぞ
れ
の
、
連
体
格
と
主
格
と
の
数
を
比
べ
る
と
、
主
格
は
「
の
」
が
「
が
」

の
ほ
ぼ
二
五
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
連
体
格
は
「
の
」
が
「
が
」
の
実
に

十
倍
以
上
に
及
ぶ
。
つ
ま
り
、
相
対
的
に
「
の
」
は
連
体
格
が
、
「
が
」
は

主
格
が
多
い
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
平
治
物
語
蓬
左
文
庫
本
に
お
け
る
「
の
」
と
「
が
」
と
の
使

い
分
け
の
実
態
を
、
そ
の
上
接
語
を
中
心
に
論
じ
て
い
き
、
主
格
用
法
に
お

け
る
文
の
構
造
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

ど
は
「
の
」
が
使
わ
れ
る
。

又
、
い
ず
れ
の
用
法
に
お
い
て
も
、
関
の
明
神
、
燃
燈
仏
な
ど
の
神
仏
及

び
、
馬
、
蛇
、
鳥
等
、
人
間
以
外
の
生
物
に
は
、
「
の
」
し
か
下
接
し
な
い
。

二
、
上
接
語
の
相
違

伸
活
用
語
の
連
体
形

活
用
語
の
連
体
形
に
「
の
」
　
の
つ
い
た
例
は
無
い
。
「
が
」
は
「
ふ
る
き

が
如
し
」
「
軍
す
る
刺
お
も
し
ろ
さ
に
」
「
と
り
給
は
ん
刺
ぬ
L
に
な
り
給
へ
」

な
ど
十
三
例
が
、
種
種
の
活
用
語
の
連
体
形
に
下
接
す
る
。

伺
人
間
以
外
に
関
す
る
語

主
格
と
し
て
は
、
「
(
双
六
の
目
の
)
一
」
「
子
細
」
「
期
」
な
ど
の
六
例
(
す

べ
て
会
話
文
中
)
　
の
他
は
す
べ
て
「
の
」
が
下
接
す
る
。

連
体
格
と
し
て
は
、
「
が
」
は
「
一
両
年
が
間
」
「
百
人
が
中
」
等
の
、
数

詞
に
つ
い
た
七
例
の
他
、
「
蛭
が
島
」
「
松
が
根
」
「
元
太
が
産
衣
」
の
よ
う
に
、

上
下
の
語
句
の
結
合
度
の
高
い
言
葉
の
一
部
に
使
わ
れ
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
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困
人
間
に
関
す
る
譜

表
I
に
、
「
が
」
に
上
接
す
る
人
物
を
す
べ
て
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
人
物

の
内
、
異
国
の
楊
貴
妃
、
貴
族
の
信
頼
、
信
西
、
源
氏
一
門
の
義
朝
、
義
平
、

頼
朝
、
常
葉
、
平
家
1
門
の
清
盛
、
池
禅
尼
、
家
盛
の
十
人
に
つ
い
て
は
、

「
の
」
「
が
」
両
方
が
使
わ
れ
る
。

人
に
関
す
る
語
に
下
接
し
た
二
助
詞
に
関
し
て
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

①
「
が
」
に
は
、
天
皇
、
上
皇
へ
法
皇
、
摂
政
関
白
と
い
っ
た
、
畢
口
同
位
の

人
物
に
つ
い
た
例
は
無
い
。
異
国
の
玄
宗
皇
帝
の
例
は
第
一
人
称
に
下
接
し

た
一
例
の
み
で
、
作
品
全
体
で
も
、
自
称
に
は
す
べ
て
「
が
」
が
下
接
す
る
。

そ
の
妃
で
あ
る
楊
貴
妃
に
つ
い
て
は
、

[
a
]
巻
一
、
-
九
ウ
　
(
信
西
1
法
皇
)

「
-
-
皇
帝
の
で
う
三
の
め
が
御
用
に
て
‥
‥
‥
場
景
妃
の
で
う
四
の

め
が
御
用
に
て
-
・
」

[
b
]
　
巻
三
、
三
〇
ウ
　
(
地
の
文
)

貴
妃
が
姿
を
み
し
人
は
、
百
の
楯
を
な
す
と
い
へ
-
。
太
宰
大
弐
清
盛

は
、
常
葉
が
姿
を
見
給
ふ
よ
り
、
よ
し
な
き
心
ぞ
つ
か
れ
け
る
。

と
う
皇
帝
と
対
に
な
っ
て
妃
と
し
て
描
か
れ
る
時
は
「
の
」
へ
常
葉
と
対
に
な
っ

て
単
な
る
美
人
の
例
と
し
て
措
か
れ
る
時
は
「
が
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

②
高
位
の
公
卿
に
は
、
会
話
文
に
お
け
る
自
称
以
外
は
「
の
」
が
用
い
ら
れ

る
。
③
四
位
以
下
の
者
に
は
'
原
則
と
し
て
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
。
信
頼
、
信

西
を
除
き
「
の
」
が
下
接
し
た
の
は
、
次
の
例
の
み
で
あ
る
。

○
巻
-
、
一
五
オ
　
　
　
(
地
の
文
〉

彼
紀
二
位
と
申
は
'
紀
伊
守
範
元
の
孫
、
右
馬
頭
範
国
の
女
な
り
。
‥

い
ず
れ
も
上
皇
の
乳
母
紀
二
位
の
身
内
で
あ
-
、
下
接
の
　
「
孫
」
「
女
」
　
は

共
に
紀
二
位
を
指
す
。

権
中
納
言
右
衛
門
守
藤
原
信
頼
に
関
し
て
は
、
二
十
例
(
地
の
文
-
三
例
、

内
達
体
格
l
 
O
例
、
主
格
三
例
、
会
話
文
七
例
、
内
達
体
格
三
例
、
主
格
四

例
)
　
中
、
「
が
」
は
次
の
六
例
で
あ
る
。

[
a
]
　
巻
一
、
三
り
　
(
後
白
河
上
皇
1
信
西
)

有
時
上
皇
信
西
を
め
し
て
「
信
頼
が
大
臣
ノ
大
将
に
望
を
か
け
申
す

は
い
か
に
。

「
b
]
　
巻
一
、
四
オ
　
　
(
信
西
1
上
皇
)

「
信
頼
が
大
臣
大
将
に
成
候
は
ん
に
は
、
い
づ
れ
の
者
か
望
を
か
け

ず
候
べ
き
。
-
-

[
с
]
　
巻
-
、
四
ウ
　
　
(
地
の
文
)

(
後
白
河
上
皇
は
)
是
を
叡
覧
あ
り
し
か
其
信
頼
刺
寵
愛
い
や
め
づ
ら

に
ぞ
聞
え
け
る
o

[
d
]
　
巻
-
、
八
ウ
　
　
(
地
の
文
)

や
が
て
除
目
を
こ
な
は
れ
て
、
信
頼
が
も
と
よ
-
望
懸
し
か
ば
、
大

臣
の
大
将
を
兼
た
り
き
。

[
2
]
　
巻
二
　
二
五
オ
　
(
左
衛
門
督
光
頼
1
弟
別
当
惟
方
)

「
‥
‥
信
西
が
頚
実
検
の
と
き
、
信
頼
が
車
の
尻
に
来
て
神
楽
岡
へ

渡
ら
れ
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。
‥
-

[
I
]
　
巻
二
、
四
オ
　
　
　
(
義
朝
1
義
平
)

「
悪
源
太
は
侯
は
ぬ
か
。
源
太
冠
者
は
な
き
か
。
信
頼
と
云
不
覚
仁

が
あ
の
門
や
ぶ
ら
れ
つ
る
ぞ
や
。
-
‥

a
の
例
は
親
愛
の
情
を
も
含
ま
せ
た
卑
称
の
「
が
」
で
あ
る
。
b
e
I
は
各

(3)
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軽
蔑
の
意
を
含
む
。
c
d
は
地
の
文
で
「
が
」
　
の
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
o
 
c

は
「
上
皇
の
、
信
頼
に
対
す
る
寵
愛
」
の
意
で
あ
-
、
上
皇
へ
の
配
慮
と
も
、

或
い
は
近
い
位
置
の
a
b
の
例
に
引
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
d
は

注
⑤

他
の
諸
本
　
で
は
「
は
」
と
な
っ
て
お
-
'
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
が
、
с

と
同
様
作
者
の
軽
侮
の
感
情
が
現
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
の
場
所
で
は
'
時
期
や
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
「
の
」
が
用
い
ら
れ

て
お
り
へ
作
中
で
『
文
に
あ
ら
ず
武
に
あ
ら
ず
、
能
も
な
-
芸
も
な
し
』
と
、

か
な
-
軽
侮
を
込
め
て
措
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
中
納
言
と
い
う
こ
と
で
、

作
者
の
感
情
と
は
別
に
へ
　
「
の
」
を
も
っ
て
遇
せ
ら
れ
て
い
る
。

少
納
言
入
道
信
西
に
関
し
て
は
、
二
十
二
例
　
(
地
の
文
十
五
例
、
内
達
体

格
十
三
例
、
主
格
二
例
、
会
話
文
七
例
へ
内
達
体
格
五
例
、
主
格
二
例
)
中
へ

「
の
」
　
は
次
の
七
例
で
あ
る
。

[
a
]
　
巻
一
'
二
二
ウ
　
　
(
地
の
文
)

大
な
る
竹
の
よ
を
通
し
て
入
道
の
口
に
あ
て
本
ど
-
を
ぐ
し
て
掘
う

づ
む
。

[
b
]
　
巻
7
、
7
四
オ
　
　
(
地
の
文
)

前
に
追
立
行
程
に
入
道
の
墓
の
辺
に
て
、
「
そ
れ
そ
よ
」
と
て
を
L

へ
け
り
。

[
c
]
　
巻
二
-
五
オ
　
　
(
地
の
文
)

紀
二
位
-
‥
信
西
の
妻
女
に
成
て
'
不
思
議
あ
ま
た
有
し
中
に
-
-

[
d
]
巻
二
　
二
〇
オ
　
(
六
波
羅
か
ら
の
使
者
1
清
盛
)

「
去
九
日
夜
-
‥
姉
小
路
西
洞
院
の
少
納
言
入
道
殿
の
宿
所
も
や
か

れ
候
ぬ
-
‥

[
е
]
　
巻
一
、
二
七
オ
　
(
地
の
文
)

明
廿
日
亦
公
卿
会
議
あ
-
。
少
納
言
入
道
信
西
の
子
ど
も
十
二
人
あ

り
○

[
ォ
-
　
b
o
]
　
巻
二
、
二
七
オ
　
　
-
(
地
の
文
V
 
g
　
(
人
1
あ
る
人
)

去
程
に
少
納
言
入
道
信
西
の
子
ど
も
十
二
人
み
な
配
所
へ
つ
か
は
さ

る
。
「
信
西
の
子
共
は
配
所
に
有
と
も
赦
免
こ
そ
有
べ
き
に
-
-
」
と

人
中
け
れ
ば
‥
‥
-

a
b
d
の
よ
う
に
「
信
西
」
と
云
う
名
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
は
す
べ
て
「
の
」

が
用
い
ら
れ
る
。
c
は
、
前
述
の
紀
伊
守
や
右
馬
頭
同
様
、
紀
二
位
の
身
内

と
し
て
描
か
れ
た
故
に
「
の
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
e
I
g

は
い
ず
れ
も
「
子
供
」
が
下
接
す
る
。
し
か
し
、
「
信
西
が
子
息
(
巻
二

五
オ
)
」
「
少
納
言
入
道
信
西
刺
子
共
(
巻
一
、
人
り
)
」
の
例
も
有
り
、
下

接
語
故
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
作
中
で
　
『
当
世
無
双
の
洪
才
博
覧
也
』
　
と
称

え
ら
れ
、
紀
二
位
の
夫
で
あ
り
な
が
ら
少
納
言
に
す
ぎ
ず
、
非
業
の
最
期
を

遂
げ
た
人
物
に
対
し
、
基
本
的
に
は
「
が
」
を
用
い
る
も
の
の
、
作
者
あ
る

い
は
享
受
者
の
気
持
ち
の
揺
れ
が
伺
え
る
。

④
平
家
の
清
盛
一
門
、
源
氏
の
義
朝
1
門
に
は
'
原
則
と
し
て
「
の
」
が

用
い
ら
れ
、
会
話
文
の
一
部
に
お
い
て
の
み
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
。

太
宰
大
弐
清
盛
十
一
例
(
地
の
文
六
例
へ
内
達
体
格
五
例
、
主
格
l
例
、

会
話
文
五
例
、
内
達
体
格
四
例
へ
主
格
1
例
)
　
中
へ
「
が
」
が
下
接
し
た
の

は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

○
巻
三
、
-
四
ウ
　
　
(
義
平
1
人
々
)

悪
源
太
宣
ひ
け
る
は
つ
　
「
-
-
あ
は
れ
、
清
盛
が
熊
野
詣
の
時
、
阿
部

野
に
待
ま
う
け
て
、
中
に
と
り
こ
め
う
た
ん
と
い
ひ
し
を
'
-
‥
今
か
ゝ

る
う
き
目
を
見
る
ぞ
」

(4)
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処
刑
の
場
と
云
う
特
殊
な
状
況
の
中
で
'
「
物
も
覚
え
ぬ
」
平
家
に
対
す
る

軽
蔑
と
、
限
-
な
い
後
悔
に
裏
打
ち
さ
れ
た
憎
悪
と
が
、
「
が
」
を
使
わ
せ

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

左
馬
頭
義
朝
三
十
九
例
　
(
地
の
文
十
八
例
、
内
達
体
格
十
七
例
、
主
格
一

例
、
会
話
文
二
十
-
例
、
内
達
体
格
二
十
例
、
主
格
一
例
)
　
中
、
「
が
」
が

用
い
ら
れ
た
の
は
次
の
二
例
の
み
で
あ
る
。

[
a
]
　
巻
二
へ
　
二
三
オ
　
　
(
義
朝
1
後
藤
兵
衛
真
基
)

「
汝
是
よ
-
都
へ
帰
-
、
姫
を
そ
だ
て
を
き
、
義
朝
が
後
世
を
と
ぶ

ら
は
せ
よ
」

[
b
]
巻
二
へ
三
四
ウ
　
　
(
義
朝
1
朝
長
)

「
‥
-
汝
を
た
す
け
を
き
た
ら
ば
、
敵
に
と
ら
れ
う
き
名
を
や
な
が

さ
む
ず
ら
ん
。
義
朝
が
手
に
か
け
て
う
し
な
は
ぼ
や
と
思
ふ
は
い
か
に
」

共
に
自
称
の
例
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
'
作
品
全
体
で
も
自
称
に
「
の
」

の
つ
い
た
例
は
な
い
。

清
盛
の
継
母
池
禅
尼
に
「
が
」
　
の
つ
い
た
例
も
、
自
称
の
「
尼
が
」
一
例

の
み
で
あ
る
。

清
盛
の
異
母
弟
、
池
禅
尼
の
実
子
で
あ
る
右
馬
助
家
盛
に
関
し
て
は
、
次

の
七
例
中
二
例
が
「
が
」
で
あ
る
。

[
a
]
巻
三
、
二
〇
オ
　
　
(
宗
清
1
頼
朝
)

「
右
馬
助
家
盛
の
御
姿
」

[
d
]

[
2
]

二
一
オ
　
　
(
池
殿
1
重
盛
)

「
故
家
盛
の
姿
」

二
一
オ
　
　
(
池
殿
-
重
盛
)

「
家
盛
の
形
見
」

[
b
]

214

[
c
]

二
〇
オ
　
　
(
宗
清
1
池
殿
)

「
故
右
馬
助
殿
の
御
姿
」

二
〇
ウ
　
　
(
池
殿
1
宗
清
)

「
右
馬
助
の
姿
」

b
o
]
　
　
三
四
ウ
　
　
(
池
殿
1
頼
朝
)

「
げ
に
家
盛
が
姿
に
少
も
た
が
は
ず
。
哀
宮
古
の
辺
に
を
き
て
'
家

盛
が
形
見
に
常
に
よ
び
よ
せ
て
見
て
な
ぐ
さ
ま
ぼ
や
。
-
・

同
じ
会
話
主
、
同
じ
下
接
語
で
あ
っ
て
も
う
池
殿
の
頼
朝
に
対
す
る
言
葉
の

中
で
だ
け
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
。
勝
者
清
盛
の
母
で
あ
る
池
殿
は
、
ど
の

場
で
も
、
捕
わ
れ
人
頼
朝
は
も
ち
ろ
ん
源
氏
1
門
に
対
し
て
敬
語
な
ど
使
用

し
て
お
ら
ず
、
頼
朝
の
行
為
を
「
申
す
」
と
表
現
し
て
い
る
所
か
ら
も
'
家

盛
を
低
め
た
卑
称
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
亡
き
愛
し
児
に
瓜
二
つ
の
頼
朝
を

目
前
に
し
て
、
家
盛
に
対
す
る
親
愛
の
情
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

義
朝
の
長
男
悪
源
大
義
平
は
、
十
九
例
　
(
地
の
文
十
一
例
へ
内
達
体
格
十

例
、
主
格
一
例
、
会
話
文
人
例
、
内
達
体
格
四
例
、
主
格
四
例
)
　
の
中
、
次

の
六
例
　
(
総
て
会
話
文
)
　
に
「
が
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

[
a
]
　
巻
一
つ
一
〇
オ
　
(
信
頼
1
除
目
の
場
の
人
々
)

「
義
平
が
申
状
荒
儀
也
。
阿
部
野
ま
で
馬
の
あ
し
つ
か
ら
か
し
て
な

に
か
せ
む
。
‥
-

[
b
]
　
巻
一
、
二
二
オ
　
(
清
盛
一
行
の
言
葉
)

_

　

　

ツ

カ

ヒ

「
す
は
悪
源
太
が
前
便
よ
」
と
て
、
み
な
色
を
う
し
な
ひ
け
り
。

[
c
]
　
巻
一
、
二
二
ウ
　
(
清
盛
1
六
波
羅
使
者
)

「
悪
源
太
が
阿
部
野
に
得
と
云
は
い
か
に
」
「
異
議
は
候
は
ず
。
-

[
d
]
　
巻
二
　
二
二
り
　
(
清
盛
1
家
来
達
)

(5)
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「
悪
源
太
が
待
と
は
是
を
い
ひ
け
り
。
う
て
や
、
者
共
、
う
て
や
」

[
е
]
　
巻
二
、
一
七
オ
　
(
義
朝
1
鎌
田
正
清
)

「
義
平
が
川
よ
-
西
へ
引
つ
る
事
、
家
の
暇
と
覚
ぞ
。
・
・
-

[
I
]
　
巻
三
、
一
五
オ
　
(
義
平
1
難
波
三
郎
恒
房
)

「
汝
は
主
に
は
似
ず
物
は
覚
え
た
り
。
げ
に
義
平
が
為
に
は
後
言
ぞ
。

身
分
の
隔
た
り
の
あ
る
藤
原
信
頼
と
、
親
で
あ
る
義
朝
の
言
葉
及
び
義
平
の

自
称
に
は
、
卑
称
の
「
が
」
が
下
接
す
る
。
b
c
d
は
敵
清
盛
が
少
人
数
を

従
え
熊
野
詣
か
ら
京
へ
引
き
返
す
折
-
の
会
話
で
、
恐
怖
、
憎
悪
の
感
情
が

こ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
盛
は
巻
三
に
お
い
て
、
捕
わ
れ
た
義
平
に
対

し
「
御
辺
」
「
出
ら
れ
」
と
軽
い
敬
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
憎
悪

故
に
こ
と
さ
ら
卑
弥
の
「
が
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

義
朝
の
三
男
右
兵
衛
佐
頼
朝
は
、
十
三
例
　
(
地
の
文
人
例
へ
　
内
達
体
格
七

例
、
主
格
-
例
、
会
話
文
五
例
、
内
達
体
格
三
例
、
主
格
二
例
)
　
中
、
次
の

二
例
に
「
が
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

[
a
]
　
巻
三
へ
　
二
一
オ
　
(
池
殿
1
重
盛
)

「
兵
衛
佐
頼
朝
が
'
尼
に
付
て
命
を
申
た
す
か
-
'
父
の
後
世
を
も

弔
ひ
候
は
ぼ
や
と
な
げ
-
な
る
が
、
‥
‥

[
b
]
巻
三
、
三
六
ウ
　
(
八
幡
神
-
童
子
)

「
-
‥
ふ
し
ぎ
の
夢
想
を
蒙
て
候
。
八
幡
へ
参
詣
し
て
候
へ
ば
、
御

殿
の
内
よ
り
『
頼
朝
が
弓
矢
は
い
づ
-
に
有
ぞ
』
と
御
尋
候
つ
れ
ば
‥

共
に
卑
称
で
あ
る
。
a
は
池
殿
の
同
情
も
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

義
朝
の
愛
妾
常
葉
に
関
し
て
は
、
八
例
　
(
地
の
文
六
例
、
会
話
文
二
例
、

八
例
共
連
体
格
)
　
中
、
次
の
二
例
に
「
の
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

[
a
]
　
巻
三
へ
　
三
〇
オ
　
(
地
の
文
)

今
若
殿
、
か
た
き
清
盛
の
方
一
目
へ
　
母
常
葉
の
方
を
一
目
み
て
、
‥

[
b
]
　
巻
三
へ
　
三
〇
ウ
　
(
地
の
文
)

-
-
景
綱
が
本
へ
か
へ
さ
れ
け
-
。
其
後
常
葉
の
も
と
へ
御
文
を
つ

か
は
さ
れ
け
れ
共
、
-

a
は
、
「
敵
清
盛
」
と
「
母
常
葉
」
と
の
対
比
の
上
で
、
源
氏
の
大
将
の
北

の
方
へ
義
朝
の
子
息
の
母
と
し
て
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
b
は
う
直
ぐ
上
の

「
景
綱
が
本
」
と
対
比
さ
せ
る
為
か
'
あ
る
い
は
、
謀
反
人
の
妻
か
ら
清
盛

の
愛
人
へ
と
立
場
が
か
わ
っ
た
と
み
な
し
た
故
で
も
あ
ろ
う
か
。

こ
の
人
物
の
八
例
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
表
記
の
一
致
し
た
例
が
無
-
'

か
な
-
混
乱
し
て
お
り
へ
常
葉
の
と
ら
え
方
の
不
安
定
さ
が
伺
え
る
。

⑤
武
士
の
家
来
、
郎
等
に
は
基
本
的
に
は
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
。
「
の
」

が
下
接
し
た
の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

[
a
]
　
巻
7
、
九
オ
　
(
地
の
文
)

悪
源
大
義
平
は
母
方
の
祖
父
三
.
捕
(
三
浦
介
義
明
)
　
の
許
に
有
け
る

a
sー
刀

[
b
]
　
巻
二
　
1
四
オ
　
(
地
の
文
)

出
雲
前
司
光
泰
、
信
頼
に
此
よ
し
申
せ
ば
'
同
十
四
日
-
-
光
泰
の

楕
所
神
楽
岡
へ
行
む
か
ひ
て
実
検
す
。

a
は
義
朝
の
一
門
と
し
て
扱
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
b
は
う
単
な
る
郎
等
で

は
無
-
そ
の
上
に
た
つ
武
士
で
あ
る
が
故
で
あ
ろ
う
か
。
同
等
の
兵
庫
頭
頼

政
に
は
、
巻
二
、
二
二
オ
に
、

悪
源
太
鎌
田
を
召
て
宣
ひ
け
る
は
、
-
・
「
に
-
ひ
頼
政
が
ふ
る
ま

ひ
か
な
。
一
軍
せ
ん
」

の
例
が
有
る
が
'
こ
れ
は
義
朝
の
長
男
の
会
話
文
で
あ
り
、
憎
悪
と
軽
蔑
を

(6)
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含
ん
で
い
る
。
他
に
へ
左
兵
衛
尉
家
仲
や
右
兵
衛
尉
泰
忠
と
い
っ
た
人
物
(
l

例
)
　
に
も
「
が
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鎌
田
政
清
な
ど
の
郎
等
に
は
〓
具

し
て
「
が
」
が
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
源
氏
-
門
の
上
級
武
士
に
対
し
て

は
、
揺
れ
が
有
る
と
言
え
よ
う
。

⑥
二
人
以
上
の
人
物
の
名
が
連
続
す
る
場
合
、
一
番
下
の
人
物
に
応
じ
て
二

助
詞
が
使
い
分
け
ら
れ
る
。

[
例
]
「
兄
義
平
、
朝
長
、
郎
等
鎌
田
刺
か
た
」
「
信
頼
、
信
西
刺
中
」
「
信

頼
、
信
西
二
人
が
中
」
「
信
頼
、
義
朝
の
車
」
「
信
頼
、
義
朝
の
宿
所
」

「
義
朝
、
正
清
両
人
が
頚
」

⑦
「
人
」
「
民
」
　
や
、
「
諸
大
夫
」
「
武
士
共
」
「
源
氏
」
「
平
家
」
「
山
法
師
」

「
雑
人
共
」
　
の
よ
う
に
、
誰
と
特
定
し
な
い
広
範
な
名
称
に
は
原
則
と
し
て

「
の
」
が
下
接
す
る
。

例
え
ば
、
奥
波
賀
の
宿
の
長
者
で
、
義
朝
の
妾
延
寿
の
母
で
あ
る
大
炊
に

関
し
て
は
、
「
大
炊
」
と
そ
の
名
を
呼
ぶ
時
(
三
例
)
　
に
は
「
が
」
が
'
「
長

者
」
と
そ
の
社
会
的
地
位
を
呼
ぶ
時
(
四
例
)
に
は
「
の
」
が
用
い
ら
れ
る
。

⑧
人
を
そ
の
名
前
で
呼
ば
ず
、
「
母
」
「
親
」
「
父
」
「
伯
父
」
　
の
よ
う
に
続
柄

で
指
す
場
合
に
は
「
の
」
が
下
接
す
る
。

⑨
第
二
人
称
は
「
汝
」
「
し
ゃ
汝
」
「
を
の
れ
」
「
わ
人
共
」
に
は
「
が
」
が
'

敬
意
を
含
ん
だ
「
御
辺
」
「
わ
御
前
」
に
は
「
の
」
が
下
接
す
る
。

計

旦 I 表

回
可 い 回 匡] 属

名 条

Ⅱ

命 終 終 終 終 「 疑 普 刀
体 り

逮 逮 述

A 、 間

反

過 萱五
一コ
喜五
日ロ
喜五
ロロ 那

-p
文

d

詞 形 逮 詞
「よ
」

そ
」 文 Llllll止 の F]オゞ

「

カゞ
「
カゞ
「
を 句

「
"""<サ.

「 の ∃三 逮 * 逮 1$ の
め

b

同
形

」
善玉
ロ
逮
埜

格 主

ぞ

や
」
」上
め

с

止.
め
そ 口文 用

形

巳
然
形

十
助
詞

体

形

す 格

止
め

a

～
巳
然
形
」
止

形
止

め

十
助

詞

て
、..′

+
助
詞

諒

る
従
局
句
の

、J め 」 II

」

を
登

」

王
格

71

0 0 1 2 0 2 5 1 0 з 15 16

2 6
の

3 8 3 4
( 4 % ) (1 1 % (4 8 % ) ( 37 % )

l l 6 0
(100% 1 5 % ) (8 5 % )

47

1 4 0 2 1 0 .9 1 1 1 6 s

1 3
カゞ

7 1 2 1 5
(1 5 % ) (26 % ) (3 2 % ) (28 % )

1 9 2 8
(100 % 4 0 % (6 0 %

(7)
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三
へ
　
主
格
用
法
に
お
け
る
文
の
構
造

二
助
詞
の
主
格
用
法
に
お
け
る
文
の
構
造
を
表
Ⅱ
で
見
て
み
る
と
、
「
の
」

は
工
の
従
属
・
条
件
句
の
主
格
用
法
が
八
十
五
%
を
占
め
、
か
な
-
の
偏
-

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
が
」
は
'
I
と
'
Ⅲ
の
言
い
切
り
文
の
主
格

用
法
と
の
割
合
が
六
対
四
で
、
主
格
助
詞
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
-
過
程
が
伺

え
る
。
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し
か
し
、
田
を
見
て
み
る
と
、
言
い
切
り
文
と
は
い
え
、
す
べ
て
余
情
、

詠
嘆
表
現
で
、
附
属
句
の
主
格
用
法
の
一
変
形
と
も
み
な
し
う
る
も
の
で
あ

る
。
疑
問
文
に
「
が
」
が
や
や
多
い
の
は
、
疑
問
の
助
詞
「
か
」
と
の
関
連

も
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ま
ざ
ら
わ
し
い
用
例
に
関
し
て
は
'
他
の
諸
本
に
「
の
」

「
が
」
表
記
の
あ
る
も
の
の
み
を
と
っ
た
。

次
に
へ
回
の
用
例
を
す
べ
て
あ
げ
る
。

亙
a
㊦
御
一
門
の
人
声
1
の
待
ま
い
ら
せ
給
ら
ん
　
(
巻
一
、
二
十
一
ウ
)

⑦
な
が
さ
れ
人
の
思
ふ
さ
ま
に
振
舞
と
て
国
人
に
う
た
へ
ら
れ

(
巻
三
、
三
十
五
オ
)

㊦
悪
源
太
が
阿
部
野
に
得
と
云
は
い
か
に
　
(
巻
二
　
二
十
二
り
)

㊤
悪
源
太
が
得
と
は
是
を
い
ひ
け
り
(
巻
-
、
二
十
二
ウ
)

b
㊥
光
頼
卿
此
程
は
信
頼
の
過
分
な
り
と
て
不
参
に
て
お
は
し
け
る
が

(
巻
1
'
二
十
三
オ
)

c
㊥
別
当
惟
方
が
あ
る
ぞ
　
　
(
巻
二
　
二
十
九
り
)

㊥
信
頼
と
云
不
覚
仁
が
あ
の
門
や
ぶ
ら
れ
つ
る
ぞ
や(
巻
二
、
四
オ
)

②
と
-
　
-
　
帰
れ
裟
婆
に
て
子
細
が
あ
ら
ん
ず
る
ぞ

(
巻
三
、
三
十
三
オ
)

㊧
ふ
か
-
お
さ
め
を
け
期
が
あ
ら
ん
ず
る
ぞ
(
巻
三
、
三
十
六
ウ
)

d
㊥
(
胃
へ
鎧
を
)
な
げ
た
ら
ば
さ
き
に
と
り
給
は
ん
刺
ぬ
L
に
な
り
給

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
二
へ
　
二
十
一
オ
)

a
は
団
の
連
体
形
止
め
と
同
様
に
も
考
え
ら
れ
る
o
b
は
形
の
上
か
ら
は
「
体

言
+
の
十
体
言
」
と
も
見
う
る
。
又
、
⑦
～
㊥
は
「
と
」
で
受
け
る
引
用
文

で
あ
り
、
独
立
し
た
単
文
と
は
言
い
難
い
。
c
は
、
言
い
切
-
文
と
は
い
え
、

聞
き
手
を
意
識
し
て
念
を
押
す
「
ぞ
」
が
下
接
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
あ
る
」
「
つ
る
」
「
ん
ず
る
」
ま
で
が
体
言
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。
d
は
、
上
接
語
が
活
用
語
の
連
体
形
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も

「
の
」
　
は
下
接
し
に
-
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
の
」
は
も
ち
ろ
ん
「
が
」
　
に
お
い
て
も
、
ま
だ
全
-
自

由
な
主
格
助
詞
に
は
成
-
え
て
い
な
い
が
、
「
が
」
　
の
方
は
'
主
格
助
詞
と

し
て
完
成
し
て
ゆ
-
過
程
が
伺
え
る
。

四
、
ま
と
め

平
治
物
語
蓬
左
文
庫
本
に
お
け
る
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
の
用
法
に
つ
い
て
、

論
じ
て
き
た
事
を
次
に
簡
約
す
る
。

印
用
法
に
か
か
わ
-
な
-
'
活
用
語
の
連
体
形
に
は
「
が
」
が
下
接
す
る
。

㈲
「
が
」
が
、
人
間
に
関
す
る
語
の
他
は
、
連
体
格
で
は
数
詞
や
'
上
下
の

語
の
結
合
度
の
高
い
一
部
の
語
句
へ
　
主
格
で
は
ほ
ん
の
数
例
の
名
詞
　
(
す

べ
て
会
話
文
)
　
に
し
か
下
接
し
な
い
の
に
対
し
、
「
の
」
　
は
人
間
に
関
す

る
語
は
も
ち
ろ
ん
、
天
間
以
外
の
生
物
や
神
仏
、
普
通
名
詞
へ
固
有
名
詞
へ

数
詞
と
広
-
下
接
す
る
。

㈱
人
間
に
関
す
る
語
に
下
接
す
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
待
遇
表
現
上
の
区
別

が
認
め
ら
れ
る
。

①
天
皇
、
皇
族
、
三
位
以
上
の
高
位
高
官
に
は
「
の
」
が
下
接
す
る
。

②
会
話
文
に
お
け
る
自
称
に
は
す
べ
て
「
が
」
が
下
接
す
る
。

③
平
家
の
清
盛
l
門
、
源
氏
の
義
朝
一
門
に
は
原
則
と
し
て
「
の
」
が
下

接
す
る
。

(8)
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④
四
位
以
下
の
公
家
、
家
の
子
郎
等
に
は
、
原
則
と
し
て
「
が
」
が
下
接

す
る
。

⑤
名
前
を
特
定
し
な
い
広
範
な
名
称
や
、
続
柄
に
よ
る
呼
称
に
は
'
原
則

と
し
て
「
の
」
が
下
接
す
る
。

⑥
第
二
人
称
で
も
、
敬
意
を
含
ま
な
い
「
汝
」
「
を
の
れ
」
等
に
は
「
が
」

が
、
敬
意
を
含
む
「
御
辺
」
等
に
は
「
の
」
が
下
接
す
る
。

⑦
右
の
各
条
の
原
則
に
外
れ
た
例
に
つ
い
て
は
、

1
、
地
の
文
に
お
い
て
は
'
下
接
語
の
影
響
が
伺
え
る
。

・
1
1
、
会
話
文
に
お
い
て
は
'
会
話
主
の
軽
侮
、
憎
悪
へ
親
愛
等
の
感
情

が
伺
え
る
。

し
か
し
'
理
由
の
不
明
な
例
や
'
諸
本
に
よ
-
二
助
詞
の
一
定
で
な
い
例

も
少
な
く
な
い
。

㈲
主
格
用
法
に
お
け
る
文
の
構
造
に
関
し
て
は
上
接
語
と
の
関
係
も
考
慮
に

入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「
の
」
は
そ
の
八
割
以
上
が
従
属
、
条
件
句
中

に
あ
り
へ
　
残
り
も
余
情
、
詠
嘆
表
現
な
ど
の
'
連
体
句
に
準
ず
る
用
法
に

ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
「
の
」
が
「
が
」
に
比
し
て
全
体
数
が
圧
倒
的
に
多
-
、

し
か
も
広
範
な
語
に
下
接
す
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
主
格
助
詞
と

し
て
は
か
な
り
制
約
が
き
つ
い
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
「
が
」
は
制
約
が
や
や
緩
-
、
主
格
助
詞
と
し
て
完
成
し
て
ゆ

-
過
程
が
伺
え
る
。
し
か
し
'
厳
密
に
見
て
み
る
と
、
本
質
的
に
は
連
体

句
の
用
法
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
用
法
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま
だ

仝
-
自
由
な
主
格
助
詞
と
は
な
-
え
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

&①
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
　
土
井
忠
生
訳
』
　
昭
3
0
刊
、
三
省
堂
。

②
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
松
村
明
へ
　
昭
4
6
刊
へ
明
治
書
院
。

③
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(
平
が
な
本
)
翻
刻
」
(
近
藤
政
美
・
地
相
・
漬
千
代

い
づ
み
へ
　
『
績
国
語
学
論
考
及
び
資
料
』
国
語
学
懇
話
曾
編
へ
　
昭
6
2
刊
へ
和
泉
書

院
)
参
照
。
例
文
に
は
'
便
宜
上
へ
句
読
点
へ
濁
点
等
を
ほ
ど
こ
し
た
。

④
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元
物
語
　
平
治
物
語
』
　
(
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
へ
　
昭

3
6
刊
へ
岩
波
書
店
)
　
解
説
参
照
。

⑤
『
平
治
物
語
研
究
　
校
本
篇
』
笠
栄
治
へ
　
昭
5
 
6
刊
へ
桜
楓
社
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
『
保
元
記
・
平
治
物
語
』
栃
木
孝
惟
'
昭
6
1
刊
へ

汲
古
書
院
。

古
典
研
究
会
叢
書
『
平
治
物
語
』
　
上
下
へ
松
本
隆
信
・
長
谷
川
端
へ
　
昭
4
9
刊
へ

汲
古
書
院
。

(9)
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